
2023 年度 芝浦技術士会（芝浦工業大学校友会 芝浦技術士会支部）総会 議事録 

 

【日時】 2023 年 6 月 17 日（土）14:35～16:30 

【会場】 ZOOM オンライン、一部役員は豊洲キャンパス 2301 教室 

【出席】 片桐勝広、本間哲哉、鯨井武、走出壽良、赤坂邦雄、佐々木克則、二村憲太郎、濱田賢祐、石

井孝暢、中田珠雄、保科聡、神野宜隆、水田定夫、土屋均、齋藤 隆、藤井和俊、内山審、池

田信義、加藤正博、春原一義、中田圭裕、佐野昌伴、田中利昌、野末鉄有、大学理事西川 

宏之、校友会副会長長谷川健嗣（敬称略）、大学松山、鈴木 

【司会】 佐々木克則 

【出欠状況】 出席 26 名 

 

司会 
佐々木より、2023 年度芝浦技術士会を開催いたします。本総会は、芝浦工業大学校友会芝浦技術

士会支部の総会を兼ねている旨説明があった。 

 

会長挨拶  

片桐より、開催のお礼。大学、校友会からのお祝いのお礼を述べた。技術士会設立は 2008 年 3 月であ

り 15 年を経過した。初代大原会長が約 8 年、鯨井会長が 6 年務め、昨年 6 月より会長と務めている。コ

ロナ禍の影響により 3 年ぶりに対面での開催ができてうれしい旨挨拶があった。 

 

来賓挨拶 

・芝浦工業大学西川宏之理事よりご挨拶。15 年目を迎えた技術士総会をお祝いいたしますと述べた。鈴

見理事、山田学長とも 100 周年向け一丸となり取り組んでいる。100 周年事業として竣工した本部棟は、

研究力強化にふさわしい多機能を持っている。近隣に配慮したキャンパス、駅伝、改組、男女参画など

取り組んでいる。100 周年完成募金の協力のお願いがあった。 

・校友会副会長長谷川健嗣副会長より、6 月 10 日校友会総会が 3 年ぶり行われた。430 名程度盛

大に行われた。技術士会の発展を願っているとの話があった。 

 

総会 （14:50～16:00） 

第１号議案 会則の改定について 
全会一致で承認 

 

 

第２号議案 新役員の承認について 
全会一致で承認 

 

 

第 3 号議案 2022 年度事業報告及び決算報告 
全会一致で承認 

 

 

第４号議案：2023 年度予算および事業計画 
全会一致で承認 

 

 

 



【新役員挨拶】 

石井孝暢理事、濱田 賢祐理事、各新役員より自己紹介が実施された。 

 

【連絡事項】 

・本間副会長より、2024 年 3 月開講技術士試験対策講座の受験生紹介のお願い 

・片桐会長（支部長として出席）より、芝浦工業大学校友会支部長会議の報告 

2022 年の進路状況好についての説明、就職率増、修士進学率増、有名企業 400 社の就職率増 

校友会 OBOG のキャリサポ企画支援、卒業生企業役員のパネルディスカッションの協力を引き続き支

援、功労賞関連、大学予定、校友会経営者懇談会運営委員会について、主な説明があった。 

校友会資料は皆様へ送付する旨伝えられた。 

・株式会社エスアイテックとの協業強化について、片桐会長より、理系の人材派遣について強化につい

て、技術士会で何かできることがあるか。今年度の活動、対応をさらに検討していくとの報告があった。 

・新規会員、会員総数について、新規会員は 6 名（機械 3、衛生工学 1、上下水道 1、建設１）、会員総数

は 268 名と報告があった。 

 

【その他】 

会員の皆様から一言ずつご挨拶を実施 

全会長鯨井様より、日々進化しており、40 年前と別の大学になっている。技術士会の経験を伝えますま

すの発展を希望するとご挨拶があった。 

 

 

以上をもち芝浦技術士会（芝浦工業大学校友会 芝浦技術士会支部）総会を終わり、シシリアで懇親

会が行われた。 

 

 

 

追記： 

技術士フォーラム （13:00～14:35）は無事執り行われました。 

 

講演題目：「都市におけるドローンの普及の一方法～建築物外壁点検用２点係留装置「ラインドローンシ

ステム」の開発と普及～」 

講師：    西武建設㈱ 二村賢太郎氏 （技術士建設/総監部門） 

 
 

以上 


